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蛍光タンパク質は、生物学、医学、化学など様々な分野で細胞をイメージングするために広く

使用されている。これまでに GFP等の既存の蛍光タンパク質に変異を導入し、光による退色や発

色団の形成効率等の改善に関する研究が数多くなされてきたが、近年実用化された超解像蛍光顕

微鏡においては、従来の蛍光タンパク質とは異なる光化学特性が求められている。我々は、これ

までに新規蛍光タンパク質のスクリーニングを目指して、発現クローニングによりコモチカギノ

テクラゲの蛍光タンパク質 ScSuFP をスクリーニングすることに成功した[1]。今回、PCR 法を利

用した新規蛍光タンパク質のスクリーニングに成功したので報告する。 

日本近海産イソギンチャクから抽出した Total RNAから、Oligo dT Primerを用いた逆転写によ

り cDNAを合成した。既存の蛍光タンパク質遺伝子の CDSの N末端と C末端からプライマーを

設計し、日本近海産イソギンチャクの cDNAをテンプレートとして PCR反応を行った。PCR産物

をゲル電気泳動により解析し、蛍光タンパク質遺伝子と同様のサイズである 700 bp付近のバンド

から DNAを抽出した。抽出した DNAをプライマー設計時に導入した制限酵素サイトを用いて発

現ベクターpRSET Bにクローニングし、

大腸菌（JM109(DE3)株）の形質転換を行

った。その結果、弱く蛍光を発するコロ

ニーが出現したので、ミニプレップによ

りプラスミド精製を行いシークエンシン

グにより蛍光タンパク質の DNA 配列を

決定した。スクリーニングした蛍光タン

パク質を精製し、吸収スペクトルと蛍光

スペクトルを測定したところ、発色団の

吸収極大は 487 nm、蛍光極大は 503 nm

であることがわかった（Fig. 1）。 
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Fig. 1 Absorption and fluorescence spectra of the 

screened fluorescent protein. 
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